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掲示板（事業活動）
　岡山県環境整備事業協同組合
　青年部総会

　岡山県環境整備事業協同組合総会

平成23年５月13日　岡山市　ままかり

平成23年５月30日　岡山プラザホテル

　第36回通常総会は、会に先立ち、参加者全員により３月11日
の東日本大震災で亡くなられた多くの方々の冥福を祈り、黙祷
をささげた。続いて被災地でのボランティアに行った河野青年
部長より、被災地の業者にバキューム車を無償提供し大変喜ば
れたこと、また今後も被災地からの要請に応じ、私たちのでき
る協力支援は継続して対応していきたい、その実行のためには、
青年部一丸となっての協力が必要といった旨の挨拶を行った。
会議では議長を選出し、第１号議案「平成22年度事業報告承認
の件」、第２号議案「平成22年度収支決算及び監査報告承認の件」
が上程され、報告の後、監事より監査報告があり慎重審議の結果、承認された。第３号議案「平成23年度
事業計画案決定の件」では「青年部活動の質的強化」「全国環境連青年部事業に積極的に参加する。」「委員
会への積極的な参加と活動強化」、第４号議案「平成23年度収支予算案決定の件」が上程され、審議の結果、
承認された。引き続き、第５号議案「規約の一部改正の件」が上程され、現在の会員資格である40歳定年
の場合、今後５年間でかなりの青年部員が卒部となり、部員数が激減するため、他県の会員資格も参考にし
ながら、会員資格を40歳以下から45歳以下に年齢を引き上げる旨の説明が執行部よりあり、慎重審議の末、
満場一致で承認された。第６号議案「総会スローガンの確認、宣言採択に関する件」についても、承認され
た。総会の終わりに、牧副部長より、「世の中の景気がリーマンショックから完全に立ち直れていない中、
東日本大震災が起き、今後の景気の先行きは大変不透明であり、それがゆえに我々に注がれる視線も以前よ
りもまして厳しいものになっていくであろう。青年部が一致協力してこの難局を乗り越えていきましょう。」
との閉会の挨拶があり無事総会は閉会となった。

　第54回通常総会は初岡事務局長の司会のもと、岡井専務理事
の開会宣言で開会された。開会に先立ち、亡くなられた組合員
やそのご家族、並びに平成23年3月11日に起きた「東北地方太
平洋沖地震（東日本大震災）」で被災された多くの方々に対し黙
祷を捧げた。続いて、乗藤理事長の挨拶、本総会の定足数の確認、
議長選任（別府氏を議長に選出）へと進行した。まず第１号議
案「平成22年度事業報告承認の件」及び第２号議案「平成22年
度収支決算承認の件」では原案の説明が事務局より行われ、さ
らに甲元監事より監査報告が行われ適正処理が認められた旨の
報告があった。その後、審議に至り承認をされた。次に第３号議案「平成23年度事業計画（案）決定の件」
及び第４号議案「平成23年度収支予算（案）決定の件」でも事務局より原案の説明が行われ、審議後、承
認をされた。続いて第５号議案「岡山県環境整備事業協同組合会館（組合事務所）改修の件」では、平成３
年に竣工した組合会館が20年を経過し、建物の外壁等の劣化が著しい箇所があるため、その改修工事に関
する説明が事務局より行われた。改修に要する経費については、繰越剰余金を充当し、各社から負担金を別
途徴収しない旨の説明が行われた。本議案も審議後、承認された。最後に第６号議案「総会スローガン発表
の件」では、河野青年部長によりスローガンの発表が行われ、承認された。すべての議事終了後、県や市、
関係団体など多数のご来賓の方々より祝辞をいただき、その後、寺尾常務理事より万歳三唱が行われ、閉会
をした。総会終了後、ご来賓の方々を交えた懇親会が和やかに行われ、本総会は盛会裏に終了した。



� 岡山県環境整備事業協同組合　平成23年８月31日発行 

　全国環境連中国地区協議会
　青年部通常総会

　全国環境連中国地区協議会
　第47回通常総会

平成23年６月17日　倉吉未来中心ホール

平成23年６月17日　倉吉未来中心ホール

　通常総会は倉吉市で開催され、岡山県からは12名が

参加した。開会にあたり、中国地区協議会青年部　長谷

川部長（島根県）より「厳しい経済状況の中であり、私

たち青年部の力を結集してこの難局を乗り越えていきま

しょう。」また、上部団体の全国環境連青年部における、

全国研修会参加や地区委員会活動の連携等に力を入れる

ことの要請、青年部のこれからの将来における各青年部

員の自己研鑽及び協議会の益々の発展することの寄与に

努めていくことが青年部の責務であることの主旨の姿勢

が重要である。また、中国地区青年部において、全国的

な動向や中国地区各県の廃棄物処理の傾向に合わせた研修等を行うことの将来的な展望及び次年度への協議

会青年部員としての協力要請の旨の挨拶があった。その後の総会では、全議案が満場一致で承認された。総

会終了後、本年度青年部親睦のための家族会担当県である岡山県　河野青年部長より同会の案内を行い、総

会の閉会の挨拶として鳥取県　田中部長より挨拶を行った。その後、全国環境連中国地区協議会総会に出席

し、三朝温泉に場所を移して懇親会を行い、久しぶりに会う他県の青年部員と交流を深める等、大変有意義

な時間を過ごした。

　第47回通常総会が鳥取県倉吉市で開催された。開

会挨拶では、野津会長が行い、続いて議長の選任が行

われ議事に入った。第１号議案　平成22年度事業報

告の承認、第２号議案　平成22年度収支決算報告の

承認については、各報告ののち、監査報告を経て承認

された。また、第３号議案　平成23年度事業計画（案）

の承認に於いては、リサイクル事業・浄化槽整備の推

進、合理化・新規許可対策、東日本大震災への引き続

きの支援等といった方針が示され、第４号議案　平成

23年度収支予算（案）とともに承認された。そして

第５号議案　総会スローガンについての発表は岡山県

の河野青年部長が行い、承認された。これをもって全議案が承認され、閉会挨拶の後、万歳三唱で本会議は

終了した。

　総会後は来賓の方々を迎えて式典が開催された。会に先立ち東日本大震災の被災者への黙祷が捧げられ、

開会挨拶では野津会長が、「我々は、適正な廃棄物処理を通じて地域の良質な水質環境の保全、および公衆

衛生の向上に寄与してきた。しかし業界を取り巻く状況は厳しい。この難局を乗り切るためには積極的に英

知を結集し努力せねばならない。」と参加者の協力要請を行った。その後、優良従業員10名、優良役員とし

ては岡山県の岡井美幸氏、伊達研吾氏の２名が表彰された。続いて来賓の方々より祝辞・祝電を賜り、式典

は閉会した。その後、鳥取県三朝町に会場を移し、懇親会が開かれた。こちらでも引き続き来賓の方々を迎

え、中国地区各県の組合員同士の親睦をはかり、盛会裏に終了した。
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行事予定

シリーズ第33回

水とくらし

平成23年８月４日　　組合常任会・理事会（組合会議室）
　　　　８月26日　　組合員研修会（組合研修室）
　　　　９月16日　　全国環境連第3回理事会（山口市）
　　　　９月22日　　組合常任会・理事会（組合会議室）
　　　　10月28日　　全国環境連第9回全国大会（山口市）
　　　　11月28日　　全国環境連第4回理事会（宮崎市）
　　　　12月８日　　中国地区協議会第4回理事会（岡山全日空ホテル）
平成24年１月19日　　全国環境連新春懇談会（東京）
　　　　１月26日　　中国地区協議会第5回理事会（岡山全日空ホテル）
　　　　１月31日　　組合新年会・常任会・理事会
　　　　３月15日　　全国環境連第6回理事会（東京）
　　　　３月24日　　中国地区協議会第6回理事会
　　　　３月30日　　組合常任会・理事会（組合会議室）

水問題と水ビジネス� 牧　一穂
　異常気象、急激な社会の発展、人口増加などにより、世界的に重大な水不
足が発生しています。この問題は、生活用水不足のみならず、深刻な食料不
足や生態系への影響をもたらします。今後の世界人口の増加によって、この
ような問題が一層深刻化することが懸念されます。今後は国際社会が協調し、
安全な飲料水、衛生施設の確保、食糧生産水の確保、水系生態系の保全、水

資源の効率的且つ効果的な利用が急務です。わが国最新の食料自給率は震災の影響で約39％まで落ち込み、
多くを輸入に依存しています。最近では virtual water〔仮想水〕という言葉をよく耳にしますが、これは食糧
を生産する際に使用した水の量を仮想的に示したものです。牛肉100ｇを生産するのに必要な仮想水は２㎥必
要だといわれ、輸入する食料の生産に必要な水の量は年間千数百億㎥に相当します。従って仮想的に大量の水
を輸入していることになります。これらの問題は、私たちに無関係ではありません。その様な背景の中、世界
規模での水ビジネスは将来的に百兆円規模になると言われ、現段階ではウォーターバロンと呼ばれる上位３社
が世界の水市場の８割を独占しており、それは日本にも進出してきています。今までは公共団体と我々業界で
処理されてきた水事業に、大手商社と組み、施設の設計・構築から運転維持管理、代金回収、下水処理までを
トータルで受託し収益を上げるという仕組みです。転換期を迎えた我々業界も、今までの経験を生かし且つ、
新しい技術を投入し、排水を有益な水資源へと変えていく…まさに今がその時ではないでしょうか。

活　　　動　　　報　　　告

　東北大震災により、日本中が混乱をき

たしています。廃棄物処理の使命を全う

し精一杯精鋭努力を重ねましょう。

23.3. 8　全国環境連事務局長会議
　 3.11　東日本大震災発生
　 3.14　組合員研修会を開催（組合研修室）
　 3.16　全国環境連第6回理事会（東京）
　 　　　本州四国連絡高速道路㈱入札
　 3.17　組合常任会・理事会（組合会議室）
　 3.22　西日本高速道路㈱入札
　 4. 1　全国環境連臨時理事会（東日本大震災の支援協議）
　 4. 6　東日本大震災支援のためバキューム車3台を提供
　 4.12　㈳岡山県浄化槽団体協議会事務局長会議
　 4.28　組合会計監査（組合会議室）
　 5. 2　組合常任会（組合会議室）
　 5.11　全国環境連第1回理事会（東京）
　 5.13　組合常任会・理事会（組合会議室）
　 5.16　事業部各社と委託契約（組合事務所）
　 5.26　岡山県環境部長表彰式（岡井美幸氏）

　 5.27　全国環境連通常総会（東京）
　 5.30　組合第54回通常総会（岡山プラザホテル）
　 6. 2　中国地区協議会第1回理事会（岡山全日空ホテル）
　 6. 6　㈳岡山県浄化槽団体協議会総会（岡山プラザホテル）
　 6.16　㈳岡山県浄化槽団体協議会・浄化槽保守点検清掃委員会
　 　　　（岡山環境検査センター）
　 6.17　�中国地区協議会第2回理事会並びに第47回中国地区協議

会総会（鳥取県倉吉市）
　 6.20　西日本高速道路㈱へあいさつ（広島市）
　 6.22　�組合会館（事務所）改修工事着工
　 6.27　西日本高速道路㈱点検報告会（広島市）
　 7.14　全国環境連第2回理事会（東京）
　 7.21　㈳岡山県浄化槽団体協議会浄化槽適正化委員会
　 　　　（岡山環境検査センター）
　 7.27　組合会館（事務所）改修工事竣工
　 7.28　中国地区協議会第3回理事会


